
明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日

第

三

種

郵

便

物

認

可

別
紙
様
式
第
四
号
第
２
の
４
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
紙
様
式
第
九
号
１
]
〔
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
の
状
況
に
つ
い
て
記
載
す
る
場
合
〕
の
表
記
載
上
の
注
意

７
並
び
に
〔
企
業
集
団
の
状
況
に
つ
い
て
記
載
す
る
場
合
〕
イ
の
表
記
載
上
の
注
意
５
及
び
ロ
の
表
記
載
上
の
注
意
７

中
「こ

の

」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
命
令
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
後
の
経
済
産
業
省
・
財
務
省
・
内
閣
府
関
係
株
式
会
社
商
工
組
合
中
央
金
庫
法
施
行
規
則

（
次
項
に
お
い
て
「
新
規
則
」
と
い
う
。）別
紙
様
式
第
一
号
及
び
別
紙
様
式
第
三
号
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
開
始
し
た
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

新
規
則
別
紙
様
式
第
二
号
、
別
紙
様
式
第
四
号
及
び
別
紙
様
式
第
九
号
は
、
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
一
日
以
後

に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
適
用
し
、同
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
に
係
る
書
類
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

平成™�年š月™Ÿ日 金曜日 (号外第��号)官 報

〇
内

閣

府

厚
生
労
働
省
令
第
三
号

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
省
関
係
国

家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
省
令
の
特
例
に
関
す
る
措
置
を
定
め
る
命
令

を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

厚
生
労
働
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
政
令
等
規
制
事
業
に
係
る
省
令
の
特
例
に

関
す
る
措
置
を
定
め
る
命
令

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
七
条
の
国
家
戦
略
特
別
区
域
会
議
が
、
法
第
八
条
第
二
項
第
二

号
に
規
定
す
る
特
定
事
業
と
し
て
、
歴
史
的
建
築
物
利
用
宿
泊
事
業
（
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別

区
域
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
で
あ
っ
て
旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八

号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
館
業
に
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。）を
定
め
た
区
域
計
画
（
法
第
八
条
第
一
項
に
規

定
す
る
区
域
計
画
を
い
う
。）に
つ
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
定
を
申
請
し
、
そ
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認

定
の
日
以
後
は
、
旅
館
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
百
五
十
二
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
施
設
は
、
旅
館
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
施
設

の
ほ
か
、
当
該
歴
史
的
建
築
物
利
用
宿
泊
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
と
し
、
旅
館
業
法
施
行
令
第
二
条
に
規
定
す
る
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
例
は
、
旅
館
業
法
施
行
規
則
第
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
旅
館

業
法
施
行
令
第
一
条
第
一
項
第
四
号
及
び
同
条
第
二
項
第
四
号
に
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
、
当
該
歴
史
的
建
築
物
利
用

宿
泊
事
業
の
用
に
供
す
る
施
設
に
対
し
て
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

歴
史
上
価
値
の
高
い
建
築
物
又
は
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造

物
群
で
価
値
の
高
い
も
の
を
構
成
し
て
い
る
建
築
物
で
あ
っ
て
条
例
で
定
め
る
も
の
に
人
を
宿
泊
さ
せ
る
事
業
で
あ

る
こ
と
。

二

宿
泊
し
よ
う
と
す
る
者
と
の
面
接
に
適
す
る
玄
関
帳
場
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
設
備
に
代
替
す
る
機
能
を
有
す
る

設
備
を
設
け
る
こ
と
そ
の
他
善
良
の
風
俗
の
保
持
を
図
る
た
め
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

三

事
故
が
発
生
し
た
と
き
そ
の
他
の
緊
急
時
に
お
け
る
迅
速
な
対
応
の
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

附

則

こ
の
命
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内

閣

府

厚
生
労
働
省
令
第
四
号

労
働
金
庫
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
二
百
二
十
七
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
及
び
同
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
お

い
て
準
用
す
る
銀
行
法
（
昭
和
五
十
六
年
法
律
第
五
十
九
号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
金
庫
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久

労
働
金
庫
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

労
働
金
庫
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省

労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
紙
様
式
第
一
号
１
]
の
表
記
載
上
の
注
意
４
m、
別
紙
様
式
第
三
号
の
表
記
載
上
の
注
意
12
m、
別
紙
様
式
第
五
号

１
]
の
表
記
載
上
の
注
意
４
m

及
び
別
紙
様
式
第
七
号
の
表
記
載
上
の
注
意
12
m

中
「こ

の

」
を
削
る
。
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